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塚
田
誠
之

第
一
部　

移
動
の
諸
相

清
代
甘
粛
・
陝
西
回
民
の
新
疆
進
出

　
　
│
│
乾
隆
期
の
事
例
を
中
心
に 
華　

立

中
国
内
蒙
古
自
治
区
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
族
の
季
節
移
動
の

　

変
遷
│
│
錫
林
浩
特
市
域
の
事
例
か
ら　
　
　
　
　

 

小
長
谷
有
紀

客
家
語
と
客
家
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
に
つ
い
て

　

の
再
考　

 

瀬
川
昌
久

「
モ
ン
・
ミ
ャ
オ
」に
お
け
る
移
住
と
文
化
社
会
戦
略 

谷
口
裕
久

タ
イ
北
部
、
ミ
エ
ン
族
の
出
稼
ぎ
│
│
二
つ
の
村
の
比
較
か
ら　
　

　
　

 

吉
野　

晃

第
二
部　

移
動
と
民
族
間
関
係

太
平
天
国
前
夜
の
台
湾
に
お
け
る
反
乱
と
社
会
変
容

　
　
│
│
道
光
十
二
年
の
張
丙
の
乱
と
分
類
械
闘
を
中
心
に 

菊
池
秀
明

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
人
口
流
動
と
民
族
間
関
係

　
　
│
│
雲
南
省
、
西
双
版
納
タ
イ
族
自
治
州
の
事
例　

長
谷
川　

清

漢
族
が
ま
つ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
聖
地
│
│
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る

　
　

入
殖
漢
族
の
地
盤
強
化
策
の
一
側
面　
　
　
　
　
　
　

 

楊
海
英

土
族
語
は
な
ぜ
残
っ
た
か
│
│
青
海
土
（
ト
ゥ
ー
）
族
の
漢
化

　
　

と
母
語
維
持　
　
　

 

庄
司
博
史

「
西
番
」
に
お
け
る
プ
ミ
語
集
団
│
│
四
川
桃
巴
プ
ミ
・
チ
ベ
ッ

　
　

ト
族
と
雲
南
花
プ
ミ
族
を
事
例
と
し
て　
　
　
　

 

松
岡
正
子

第
三
部　

移
動
と
文
化
の
動
態

中
華
人
民
共
和
国
期
に
お
け
る
新
疆
へ
の
漢
族
の
移
住
と

　

ウ
イ
グ
ル
人
の
文
化　
　
　

 

新
免　

康

プ
ユ
マ
の
対
人
呼
称
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

蛸
島　

直

台
湾
タ
オ
の
テ
ク
ノ
ニ
ミ
ー
と
慣
習
名
の
正
名
化　

 

野
林
厚
志

壮
族
の
婚
姻
習
俗
『
不
落
夫
家
』
に
関
す
る
一
事
例 

塚
田
誠
之

　
　
│
│
一
九
四
九
年
以
前
の
広
西
西
部
靖
西
県
安
徳
鎮
に
お
け
る

デ
オ
ヴ
ァ
ン
チ
と
そ
の
周
辺
│
│
シ
プ
ソ
ン
チ
ャ
ウ
タ
イ
・
タ

　
　

イ
族
領
主
層
と
清
仏
戦
争　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

武
内
房
司

索
引

●
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
人
の
移
動
を
歴
史
学
・
人
類
学
の
複
合
的
視
点
で
捉
え
た
総
合
研
究
。

●
民
族
移
動
に
伴
う
文
化
の
接
触
や
衝
突
、揺
れ
動
く
現
場
か
ら
「
変
容
す
る
文
化
」
の
動
態
を
報
告
。

　

本
書
は
一
九
九
七
年
度
か
ら
一
九
九
九
年
度
に
か
け
て

国
立
民
族
学
博
物
館
で
行
わ
れ
た
共
同
研
究
「
中
国
に
お

け
る
諸
民
族
の
移
動
と
文
化
の
動
態
│
│
い
わ
ゆ
る
周
縁

地
域
を
中
心
と
し
て
」
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
共
同
研
究

で
は
、
中
国
南
部
お
よ
び
北
部
地
域
、
さ
ら
に
は
人
々
の

実
際
の
生
活
圏
を
考
慮
し
、
歴
史
的
に
画
定
さ
れ
た
政
治

的
な
国
境
線
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
台
湾
や
東
南
ア
ジ
ア
大

陸
部
に
ま
た
が
る
中
国
周
縁
地
域
と
い
う
広
い
地
域
の
諸

民
族
を
対
象
と
し
て
、
人
口
移
動
と
文
化
の
動
態
に
焦
点

を
当
て
た
。
…
…

　

主
題
と
し
て
扱
わ
れ
た
民
族
と
し
て
、
中
国
で
は
漢
族
・

回
族
・
ウ
イ
グ
ル
族
・
モ
ン
ゴ
ル
族
・
チ
ワ
ン
族
・
タ
イ
族
・

ト
ゥ
ー
族
・
チ
ベ
ッ
ト
族
・
プ
ミ
族
・
ミ
ャ
オ
族
が
、
タ

イ
で
は
ミ
エ
ン
族
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
現
在
の
タ
ー
イ
族

に
当
た
る
民
族
が
、
台
湾
で
は
プ
ユ
マ
族
・
タ
オ
族
が
扱

わ
れ
た
。
漢
族
と
し
て
は
、
一
般
の
漢
族
の
ほ
か
に
下
位

集
団
「
客
家
」
が
扱
わ
れ
た
。
…
…

　

な
お
、
本
書
に
は
本
格
的
な
歴
史
学
的
分
析
方
法
に
重
点

が
置
か
れ
た
論
文
に
加
え
て
、
現
地
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
資
料
と
歴
史
文
献
と
を
結
合
さ
せ
た
論
文
も
あ
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
歴
史
に
対
す
る
理
解
は
、
現
在
生
じ
て
い
る
事

象
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
て
把
握
す
る
た
め
の
足
懸
り
を
構

築
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
調
査
資
料
と
歴

史
文
献
の
両
方
を
用
い
た
研
究
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
の

も
、
本
書
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。　
　
　
　
　
（
序
論
よ
り
）


